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WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:5000-1:20000

12kDa

COX7A2/COX7A2P2

COX7A2P2; COX7A3; COX7AL2; COX7AP2; Putative cytochrome c oxidase subunit 7A3;
mitochondrial; Cytochrome c oxidase subunit Vila 3; COX7A2; COX7AL; Cytochrome c
oxidase subunit 7A2, mitochondrial; Cytochrome c oxidase subunit Vlla-liver/hear
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	カタログ番号: APRab09280
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	ミトコンドリア呼吸鎖の末端成分であるシトクロムc酸化酵素は、還元されたシトクロムcから酸素への電子伝達を触媒する。この成分は、ミトコンドリア遺伝子によってコードされる3つの触媒サブユニットと、核遺伝子によってコードされる複数の構造サブユニットからなるヘテロ多量体複合体である。ミトコンドリアにコードされるサブユニットは電子伝達に機能し、核にコードされるサブユニットは複合体の調節と組み立てに機能する可能性がある。この核遺伝子はサブユニットVIIaのポリペプチド2（肝臓アイソフォーム）をコードしており、このポリペプチドは筋肉組織と非筋肉組織の両方に存在する。サブユニットVIIaには、ポリペプチド2に加えて、筋肉組織にのみ存在するポリペプチド1（筋肉アイソフォーム）と、すべての組織に存在する関連タンパク質が含まれている。選択的スプライシングによって複数の転写バリアントが生じる。関連する偽遺伝子が4番染色体と14番染色体上に同定されている。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	COX7S/A2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	COX7S/A2抗体を用いたラット心臓細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

